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　悪性腫瘍や重症疾患の終末期の患者さんが延命治療を望まず、自宅
で最期を迎えることを希望された場合でも、急変時にご家族が119 番
通報をすると救急隊は救命のための心肺蘇生を実施することになりま
す。患者さんの意思が尊重される必要がある一方、通報を受けた救急
隊は応急処置を実施せざる負えない状況にあり、平成 29 年、日本臨床
救急医学会は、「心肺蘇生等を受けない」ことについて事前指示書等の
書面がある場合、患者さんの意思が尊重される必要があり、地域に沿っ
た対応が必要であると提言しています。しかし、事前指示書の運用に関
して指宿・南九州地区では未実施であり、鹿児島県内でも十分とは言え
ません。

　当院では、指宿南九州消防組合と院外心肺停止患者に関する事後検
証会を定期的に行っていますが、事前指示書の運用に関しては平成 30
年から協議を行い、当院を退院した患者さんで本人が自発的な意思に基
づき意思決定をした場合に限定し、令和 5 年 4月から運用を開始する
ことになりました。

　心肺蘇生中止に伴う責任問題が発生する可能性がある一方、逆に蘇生
行為をしたことにより個人の尊厳を傷つけたとする問題の両面が想定さ
れるため、医師、看護師、救急隊、有識者などで話し合いを繰り返し、
医師会や消防組合とも連携し運用に至りました。最も重要なことは患者
本人のリビングウィル（人生の最終段階における意思表明）について時
間をかけて多職種（医師、看護師、薬剤師、ソーシャルワーカー、ケア
マネージャーなど）で十分話し合い、内容を患者さんやご家族と共有す
ることです。また、事前指示書があっても、ご家族が心肺蘇生を希望す
る場合には指示書の撤回を可能としました。

　高齢化社会を迎え救急医療の質を向上させる必要がある一方、個人
の尊厳を重視した医療も重要になっています。今後は指宿医師会と協働
し介護・福祉施設などにも運用を広げることを検討したいと思っていま
す。

院  長
鹿島 克郎



　この度、令和 5年４月１日付で副院長を拝命しました宮薗太志と申

します。平成２９年（２０１７年）７月に外科部長として着任し主に消

化器外科の診療に従事し、昨年４月には統括診療部長に昇任いたし

ました。副院長職不在でしたので、病院運営に関して多岐にわたり勉

強させていただきました。１年足らずでまだまだ勉強不足ではありま

すが、今回主にリスクマネジメントに従事するよう任命されました。

　当院はベッド数158床の規模にして産婦人科・小児科を中心とした

成育医療、循環器内科・消化器内科・外科を中心として救急医療や

がん医療を担っているとともに、眼科・泌尿器科においては当地域で

の唯一の外科治療実施可能診療科となっているなど幅広い分野で地

域医療を担っております。必然的に職員の業務は多種・多忙となっているのが現状です。この

ような中で職員が安全に働き甲斐の持てる職場環境づくりに励むとともに、地域住民の皆様が

安心・信頼して当院を受診していただけるよう医療安全の向上に努めて参る所存ですので、ど

うか宜しくお願い致します。

　2023 年 4月1日を持ちまして指宿医療センター統括診療部長を拝

命いたしました小児科の田邊貴幸と申します。私はこれまで県内各地

の小児科に勤務してきましたが、小児の血液疾患や腫瘍疾患を主に

担当していた関係で鹿児島大学病院に長く勤務していました。2017

年10月からは鹿児島医療センターに赴任し、小児科と腫瘍内科を担

当していました。2022 年 4月から指宿医療センターに赴任し小児医

療に携わっています。夏の新型コロナウイルス感染症の第 7波は感染

者が多くとても苦労しました。当院は南薩医療圏で唯一の小児入院

施設ですので、指宿だけではなく枕崎や加世田からも入院依頼があり

ました。職員も感染してしまい大変な時期でした。1人での対応には

限りがありますが、みんなで協力してどうにか乗り切ることができ、力を合わせることの大切さ

を感じました。

　このようにチームで対応することが医療の現場では必要で、様々な職種の方 と々チームを組ん
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副院長
宮薗 太志

統括診療部長
田邊 貴幸
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　4月1日付けで看護部長として赴任しました、山下美香と申します。

どうぞよろしくお願い申し上げます。指宿医療センターは、3 年ぶり

2度目の勤務となります。私は、熊本県の出身ですが、縁あって再び

指宿医療センターで勤務をすることになりました。

　この3 年間は、新型コロナウィルス感染症が流行し、医療が大きく

変化した3 年間でした。患者の受診控えや、新型コロナウィルス感染

症患者の受け入れに伴う一般病床の縮小など、経営状況が悪化した

病院がほとんどでした。また、感染拡大を懸念し、入院患者の面会

を制限する病院や施設が増えました。患者の生活を支える医療従事

者の負担は増加し、さらに、家族に会えない故の精神的な不安から、

せん妄症状が現れる患者も増えています。付き添いや面会が認められない状況にご家族から

の要望があり、その対応に時間を要することもあります。このような中でも指宿医療センターは、

重点医療機関として多くの新型コロナウィルス感染症の患者を受け入れ、救急患者の受け入れ

も継続し、地域に信頼される病院であることを再認識しました。

　指宿医療センターの理念「患者さまにやさしく、地域に信頼される、良質な医療の提供をめ

ざします。」を実現できるよう、患者さまがその人らしく安心できる看護を提供していきたいと思っ

ています。そのためには、患者さま個々のニーズを捉え、多職種と協働しながらニーズに応え

る看護を追求していきます。チーム医療の中で、看護の専門性が発揮できるよう、看護師一人

ひとりが主体的に学び、成長できるような支援をしていきたいと考えています。医療が大きく変

化していく中でも、看護の基本姿勢は変わりません。看護部の「安心・信頼・自律」の理念の

もと、チーム医療の一員として研鑽を重ねていきたいと思っています。

で、それぞれの専門性を集結して機能させることが大事です。統括診療部長として病院内での

色々な問題にチームで対応できるようにしていきたいと思います。

　また、チームの一人一人がやりがいを感じて仕事をすることも大切だと思います。誰かの負

担だけが増すことなく、みんなが楽しく、生き生きと仕事ができれば良いと思いますし、そうす

ることが、結局は指宿地区の医療への貢献にもつながると思います。そのために私にできるこ

とを精一杯頑張りたいと思います。

　チームは病院内だけではありません。指宿地区の病院との連携も大事ですし、鹿児島大学

病院や鹿児島市立病院など鹿児島市内の病院との連携も大事です。当院以外の病院とチーム

を組めるように、病院間の連携が円滑に進むように私にできることを行い、指宿地区の医療に

貢献したいと思います。

　このような思いで職務を全うしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

看護部長
山下 美香



5

　令和 2 年 1 月 16 日、日本で初めて

新型コロナウイルス感染症が確認さ

れ、現在で 3 年が経過しました。感染

症流行後、生活様式が変わる中、医療

機関においては、オンライン診療の導

入や入院患者との面会制限など今まで

当たり前のように行っていたことが実

施できない状況が続きました。その影

響もあってか、入院中の患者様からは

「家族に会えないのであれば治療を早

く終わらせて自宅に帰りたい。」「最期

は住み慣れた家で家族とともに過ごしたい」といった在宅ケアを希望する相談や通院

中の患者様やご家族からも「できるだけ入院せずに住み慣れた家で過ごしたい」といっ

た相談が増えてきました。そのため、訪問看護ステーションに点滴管理や全身状態の

観察を依頼したり、在宅看取りを希望する患者様には、終末期医療が可能な病院やク

リニックを紹介するなど、医療、介護、福祉との連携を図る機会が増え、改めて地域

連携の重要性を強く感じるようになりました。

　そこで、地域住民の「できるだけ住み慣れた家で生活したい」「最期を家族とともに

過ごしたい」思いに応えていくためには、早急な対応をしていただける在宅支援事業

者との密な連携が必要と考え、この度、訪問看護ステーションみなみに当院敷地内を

拠点とし事業展開を行っていただくことになりました。訪問看護ステーションみなみ

は南記念クリニックを母体とした他法人の事業所ではありますが、当院は同事業所と

今まで多くの患者様を通じた連携を図ってまいりました。今回、当院敷地内に事業所

を迎え入れることにより、職員同士の顔が見える連携の機会が増え、情報共有しなが

ら早急な訪問看護介入が可能になると期待しています。

　また、この連携強化が、指宿地域のほかの在宅支援事業所との連携の質向上を図る

きっかけとなるよう、院内職員が一丸となって地域連携を意識した患者支援を行って

いきたいと考えております。

「訪問看護ステーションみなみ」が
敷地内にオープンしました。

令和５年３月１日

地域医療連携室
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　2023 年 3 月 4 日土曜日に新しくなっ

た指宿市民会館大ホールで第 9 回指宿医

療センター市民公開講座が開催されま

した。今回のテーマは「気づいてあげ

て！　子どもの身近な病気のサイン」で

した。鹿島院長のあいさつの後に 2 人の

先生にご講演いただきました。

　1 つ目は鹿児島大学小児外科客員教授

である連（むらじ）利博先生による「乳

幼児の便秘とコロナ禍の小児の腹痛」でした。小

児外科が対応する様々な疾患の中で、今回は特に

便秘と機能性ディスペプシアについて取り上げて

いただきました。機能性ディスペプシアとは「検

査で明らかな異常がないのに、慢性的なみぞおちの痛みや胃もたれなどの症状を認める

状態」を言います。手術が必要ではないような腹痛の場合は心理的なサポートも大事で

あること、便秘は様々な原因で起こりますが、手術が必要な病気ではないことを確認す

ることが小児外科として大事であること、小児科との連携も大事であることをおっしゃっ

ていました。毎月第 1 と第 2 火曜日が指宿医療センターでの小児外科外来日ですので、

心配なこどもがいれば紹介されると良いでしょう。

　2 つ目は指宿医療センター小児科医長である関俊二先生による「子どもの病気　～予防

と対処法～」でした。感染の方法には接触感染、飛沫感染、空気感染、経口感染があること、

感染の予防方法としては手洗い、うがい、マスク着用が大事であること、尿量が少なくなっ

たことが脱水の目安になること、水分がとれていて眠れていれば慌てなくて良いこと、3

か月未満の赤ちゃんの発熱には注意してほしいこと、4 日以上発熱が続いたりぐったりし

て元気がないことにも注意してほしいことをおっしゃっていました。

　当日は雨の予報だったので心配していましたが、幸い雨が降ることはありませんでし

た。しかし、こどもを対象としたテーマだったためか参加者が少なかったので、若い両

親が参加できるような方法を検討する必要があると思いました。

統括診療部長　田邊　貴幸

第 9 回指宿医療センター市民公開講座
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　当院では、地域の救急隊員の技術向上のため、年に2回、指宿南九州消防組合との

間で救急搬送症例の事後検証会を実施しており、昨年 8月に実施して以来、本年度 2度

目の検証会を2月24日（金）に当院地域医療研修センターにて開催いたしました。今回は、

救急隊員より「救命の連鎖がつながり社会復帰した症例」、「院外心停止に対する市民啓

発活動の報告」、当院院長より「蘇生措置拒否患者の事前指示書の再検討」について発表、

問題提起が行われ、それに対して当院の医師や消防組合の方々が意見や助言を行う形式

で進められました。また、今回は指宿医師会の先生方も来られ、様々な観点から情報交

換を行うことができ、双方にとって収穫の多い検証会となりました。
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山
や ま も と

元 ち ひ ろ

4月1日

看護師長

３病棟

異 動

職 名

配 置 先

鹿児島医療センターから昇任で参

りました。病院異動が初めてにな

ります。

一日でも早く力になれるよう頑張

ります。どうぞよろしくお願いい

たします。

小
お が わ

川 樹
じ ゅ り

里

4月1日

消化器内科医師

医局

採 用

職 名

配 置 先

体力には自信があります。

精一杯頑張ります。よろしくお願

いします。

下
し も そ や ま

曽 山 弓
ゆ か

花

4月1日

看護師

３病棟

異 動

職 名

配 置 先

鹿児島医療センターから異動で参りまし

た。今まで脳神経外科・脳血管内科の

経験しかなく不安もありますが、早く慣

れるように頑張ります。ご迷惑をお掛け

することもあるかと思いますが宜しくお

願いします。

山
や ま な か

中 鈴
す ず か

鹿

4月1日

医師事務作業補助

医局

採 用

職 名

配 置 先

医療に携わる仕事が初めてのため

不慣れな点も多く、皆さまには、

ご迷惑をおかけするかと思います

が、貢献できるように努力して参

ります。

どうぞよろしくお願いいたします。

中
な か ぞ の

薗 省
し ょ う た

太

4月1日

循環器内科医師

医局

採 用

職 名

配 置 先

指宿医療センターでは初めての勤

務になり、慣れないことも多いで

すが、よろしくお願いします。

鬼
お に つ か

塚 公
こ う す け

介

4月1日

眼科医師

医局

採 用

職 名

配 置 先

鹿児島大学病院眼科から赴任して

参りました。

初めての指宿勤務で不安もありま

すが、楽しみにしております。早

く慣れるよう頑張りますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

大
お お つ か

塚 祥
し ょ う こ

子

4月1日

産婦人科医師

医局

採 用

職 名

配 置 先

鹿児島大学産婦人科医局に所属してい

る大塚です。

３月まで半年間聖路加国際病院で後期

研修していました。

指宿での勤務は初めてですが、精一杯

頑張ります。宜しくお願いします。

枦
は ぜ き

木 太
た ろ う

郎

4月1日

泌尿器科医長

医局

採 用

職 名

配 置 先

指宿での勤務は３回目です。

第２の故郷のつもりで頑張りたい

と思います。

よろしくお願いします。

大
お お さ こ

迫 祐
ゆ う さ く

作

4月1日

外科医長

医局

採 用

職 名

配 置 先

頴娃生まれです。南薩地区で働け

ることが嬉しいです。

地域医療に貢献できるように頑張

ります。
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荒
あ ら い

井 慎
し ん い ち

一

4月1日

理学療法士長

リハビリテーション科

異 動

職 名

配 置 先

西別府病院から赴任（昇任）で参りまし

た。指宿は初めての土地で、わくわくし

ています。

趣味は音楽と読書とコーヒーです。

早く業務に慣れるよう頑張りますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

松
ま つ だ

田 梨
り さ

沙

4月1日

給与係

管理課

採 用

職 名

配 置 先

学生生活が終わり、社会人となり

ます。

初めての仕事で慣れないことばか

りだと思いますが、一生懸命頑張

ります。よろしくお願いします。

藤
ふ じ わ ら

原 李
り く

紅

4月1日

算定・病歴係

企画課　医事

採 用

職 名

配 置 先

新社会人として医療に関わる仕事

をしていくのに不安もありますが、

一日でも早く仕事を覚えられるよ

うに頑張ります。ご迷惑をおかけ

することもあるかと思いますが、

よろしくお願いします。

佐
さ え き

伯 勇
ゆ う す け

輔

4月1日

専門職

企画課　医事

異 動

職 名

配 置 先

菊池病院より昇任で参りました。

皆さまにご迷惑をお掛けすること

もあるかと思いますがよろしくお

願いいたします。

少しでも早く業務に慣れるように

頑張りたいと思います。

𠮷
よ し だ

田 有
ゆ う き

希

4月1日

栄養士

栄養管理室

異 動

職 名

配 置 先

熊本再春医療センターより赴任で参りま

した。鹿児島での勤務は 2回目になり

ます。食べることが好きなので、指宿の

おすすめを是非教えて頂きたいです。

一日も早く慣れるよう頑張ります。よろ

しくお願い致します。

松
ま つ も と

本 洋
ひ ろ ゆ き

幸

4月1日

作業療法士

リハビリテーション科

異 動

職 名

配 置 先

鹿児島医療センターより異動になりまし

た松本洋幸です。指宿での勤務は初め

てのため、皆様にご迷惑をおかけする

こともあるかと思いますが、早く慣れる

よう精一杯頑張りたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。

水
み ず ぐ ち

口 龍
り ゅ う の す け

之 介

4月1日

算定・病歴係

企画課　医事

採 用

職 名

配 置 先

初めて医療系や事務系の仕事に携わり

ますので、不安や緊張などありますが、

少しでも早く慣れるように頑張りますの

でよろしくお願いします。趣味はゴルフ

ですが、まだまだ未熟なため、練習場

でよく練習しています。

井
い の う え

上 雄
ゆ う の す け

乃 祐

4月1日

契約係

企画課

採 用

職 名

配 置 先

初めて医療に携わる仕事をします

ので、不安もありますが、早く業

務に慣れ患者様に貢献できるよう

頑張りたいと思います。ご迷惑を

お掛けすることもあるかと思いま

すが、よろしくお願い致します。

吉
よ し む ら

村 美
み ほ

穂

4月1日

庶務係長

管理課

異 動

職 名

配 置 先

南九州病院から配置換で参りまし

た。趣味はカフェ巡りです。指宿

でもステキなカフェを見つけたい

です。管理課業務は多少経験があ

るので、職員の皆さんのサポート

が出来るように頑張ります。

阿
あ な ん

南 裕
ゆ う す け

介

4月1日

業務班長

企画課

異 動

職 名

配 置 先

都城医療センターから赴任して参りまし

た。指宿には過去マラソンで来たこと

があり、勤務できることを嬉しく思って

います。皆様の力になれるよう精一杯頑

張りたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。
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感　謝

　令和 5 年 3月31日をもちまして、指宿医療センター

を最後に退任いたしました。国立病院機構に就職してか

ら39 年間、7回の異動を経て6施設でお世話になりま

した。異動は大変ですが、その間の仕事を整理する貴

重な機会でもありました。患者さんに心を込めて対応し

たか、職員への感謝の気持ちを忘れずに誠実であった

か、前向きに熱意をもって取り組んだか、と反省ばかり

ですが、次に活かす努力はしたように思います。新たな

土地では、その土地の分化に触れ、職場や地域の方々

との出会いがありました。人とのめぐりあわせは特別な

もので、人生に彩りと豊かさを与えてくれます。忘れられない大切な思い出がたくさん

できました。多くの皆様と出会い、支えられ、人の温かさにつつまれながら、充実した日々

を過ごせたことに、心から感謝申し上げます。

　私は令和 2年 4月に指宿医療センターに赴任し、皆様と共に新型コロナウイルス感

染症に挑んだ3年間でした。先の読めない状況が続く中、職員全員で知恵を出し合い、

力を合わせて多くの課題を乗り越えることができました。様々な感情を抱きながらも、

自分たちに課せられた役割を自覚し、職員ひとり一人が誠実に一所懸命に取り組んだ

結果だと思います。また、指宿医療センターの強みの一つは、地域の連携や結束が

固いことだと思っております。コロナ禍の苦難を経験し、一層この地域の結束力を実

感できました。地域の皆様のご支援に深く感謝申し上げます。

　この3 年間は苦難や行動制限はありましたが、新たなチャレンジをして多くの学び

を得ることができ、貴重な経験をさせていただきました。心残りがあるとすれば、お

互いマスクの顔しかわからないこと、歓迎会や送別会、忘年会など貴重な交流の機会

が持てなかったことでしょうか。顔の見える関係とは言えませんが、大きな壁を共に乗

り越え、それ以上に得られたものがたくさんあると思っています。

　これからも、皆様ひとり一人の力を結集し、地域で理想のチーム医療を実現するこ

とで、地域の皆様が安心して暮らせる街づくりの一翼を担っていかれることを願ってお

ります。これまでの温かいご支援に心から感謝申し上げます。お世話になりました。

　末筆ではございますが、皆様の益々のご活躍とご多幸をお祈りしております。

看護部長
堀田 伊津美
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　田舎医者の流儀（201）・・・またイノシシにやられた!!

　3月11日朝小山田の農園に行ったら、芝が無残に掘り返されていた、

大ショック。昨年も3月下旬、同様の被害にあった。その様子を菜の

花通信No199に書いている。「3月下旬の朝、農園に行ったら芝生部分

の半分ぐらいを無残に掘り返されていた。イノシシの仕業と考えられ

た。この農園を開いて6年になるが初めてのことだった。今まで起こら

なかったのがラッキーだったのかもしれない。侵入してきたと思える部

位に新たに柵をこしらえてもらった。その後3週間位経つが侵入した形跡はない。しか

し、侵入できる経路は未だ残っているので、完全に防げるとは思っていない。イノシシ

との知恵比べだ」。

　早速、いつも庭の整備をお願いしている方に連絡し、掘り返された芝の修復をお願い

した。更に、イノシシの侵入防止のため、庭の周りを完全に防護柵で囲う事にした。

ホームセンターに必要な買い出しに行き、その日のうちに防護柵は完成した。さてこれ

でうまくいくか。通りかかった住民の人は、対策を施してきたが何度も突破されたと話

してくれた。イノシシも生き抜くためには必死であり、これで防止できるか、更なる対

策が必要になるか知恵比べだ。今回の対策に要した費用は用具代4万円、人件費2.5万円

計6万5千円、仕方ない出費か。

　春になると例年コケ庭がカラスなど大型の鳥に掘り返されていたが、今年はコケのエ

リアに上から網を張り付けた。鳥は来ているが今のところは掘り返し防止ができてい

る。これもこの方策でうまくいくかは解らない。農園を快適に維持していくには、様々

の工夫が求められる。それに向き合って行くのもまた楽しい。

　今年の冬は寒さが厳しかった。寒さに弱いさくらランやハイビスカスなどは小屋の中

に入れていた。寒さが和らいだので、やっと庭に出せるようになった。今までは寒さ対

策が十分でなく何度も枯らしているので、今年は少し知恵を出した。

　春になりスミレが可憐な紫の花を咲かせ始めた。例年農園に咲くつくしすみれも可憐

な花を咲かせ始めた。今までは多数の株が見られたが、今年はどういうわけが10株位

しか咲いていない。今まで咲いていた場所に全くみられなくなった。寒さなどの条件だ

ろうか、例年と違う。植物に詳しい家人もその原因は解らないという。水仙、チュー

リップも咲きだした。ホームセンターでパンジーなどを買ってきて鉢に植えなおし、春

らしさを演出している。種から花を育てて楽しむ域にはなかなか達しない。勉強しなく

ちゃ。

指宿医療センターＨＰ菜の花通信　

h t t p s : / / i b u s u k i . h o s p . g o . j p / t o p i c / n a n o h a n a - t w e e t /

No.226
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令和 5 年 4 月1日現在
診療科等 月 火 水 木 金 備　　　　　　考

循環器内科 午前 鹿　島 吉　重 鹿　島
中　薗

大　井
川　畑

鹿　島
吉　重

総合診療内科 午前 大　井
花田(血液内科) 花　田 中　村 花　田 中　村

消化器内科 午前 羽　田 （休  診） 小　川 千　堂 羽　田

肝臓内科 午前 大　重 大　重

小 児 科

午前 荒　武 田　邊 田　邊 関 田　邊

午
後

外来 荒　武 荒　武 関 荒　武 関 午前診療：8 時 30 分～ 11 時　午後診療：14 時～ 16 時
予防接種　　（毎週月曜・火曜・木曜）受付 14 時（要予約）
一ヶ月検診　（月・木）受付 13 時（要予約）
3 ～ 4・7 ～ 8・9 ～ 11 ヶ月・1 歳児健診（火曜）受付 13 時 45 分（要予約）

予防接種 田　邊
関

田　邊
健診 関 関

外    科 午前 （手術日） 宮　薗
大　迫

宮　薗
大　迫 （手術日） （手術日）             　　　　　   

泌尿器科 午前 枦　木 （手術日） 枦　木 枦　木
（再診のみ） 枦　木

腎臓内科 午前 大　保 外部医師 １7 番診察室にて診察します。   10：00 ～（要予約）

産婦人科

午前 鮫　島
大　塚

大　塚
東 （手術日） 鮫　島

東
鮫　島
大　塚 1 ヶ月健診　　（月・木曜日：要予約）

2 週間健診　　（月・火・木・金：要予約）
午後診療受付   （水・金曜日以外）13 時 30 分～ 15 時（再診のみ） 
母乳外来　　　（毎週火・木曜日）
母親学級　　　（毎月第２・３水曜日）

午後 鮫　島
大　塚

大　塚
東 助産師

母親学級

鮫　島
東 （手術日）助産師

母乳外来
助産師

母乳外来

眼 　 科
午前 尾　辻

鬼　塚
尾　辻
鬼　塚

尾　辻
鬼　塚

尾　辻
鬼　塚

尾　辻
鬼　塚 月曜 ･ 火曜 ･ 水曜は午後から手術のため受付は午前 10 時までとなります。

午後 （手術日） （手術日） （手術日）（特殊外来）（特殊外来） 木曜 ･ 金曜の午後は特殊外来（視野検査､ レーザー治療､ 造影検査､ 硝子体注射など）

専門外来
午前 呼吸器内科 小児外科 脳神経外科

呼吸器内科       毎週月曜日　予約制
呼吸器外科　    毎月第 2・4 木曜日　（14 時～ 16 時）予約制
小児循環器       毎週月・木曜日　　　（14 時・15 時・16 時）要予約
 　　　　　　　※毎週火は 16 時のみ要予約
小児外科　       毎月第 1・３火曜日　（９時 45 分～ 14 時 30 分）要予約
もの忘れ外来 　第２・第４水曜日（14 時～ 16 時）要予約
脳神経外科　　 毎週木曜日（９時～ 16 時）

午後 呼吸器内科
小児循環器

小児外科
小児循環器

もの忘れ
外来

小児循環器
呼吸器外科
脳神経外科

内 視 鏡 検 査 千　堂
小　川

羽　田
千　堂
小　川

羽　田
千　堂

羽　田
藤　井

赤　崎
千　堂
小　川

第２・第４木曜日　藤井

整形外科
午前 織　田 織　田 水曜日・金曜日　9 時～ 17 時　受付：（織田先生）9 時～ 11 時・14 時～ 15 時 30 分

鹿大医師（水）・（金）午後　受付：13 時～ 15 時 30 分午後 織田・鹿大医師 織田・鹿大医師

○受付時間　午前８時 20 分～午前 11 時 00 分
○診療時間　午前８時 30 分～午後 17 時 15 分
○休診日　　土 ･ 日 ･ 祝祭日 ･ 年末年始  ※急患の方は随時受付いたします。
○電話番号　０９９３- ２２- ２２３１

発　行：独立行政法人国立病院機構　指宿医療センター
　　　　〒 891-0498 鹿児島県指宿市十二町 4145 番地
T E L：0993-22-2231（代表）
F A X：0993-22-2772（地域医療連携室）
U R L : https://ibusuki.hosp.go.jp
印　刷：株式会社陽文社

新型コロナウイルス感染症流行に伴い、
入院患者様への面会を禁止とさせていた
だいております。

外来診療担当医一覧

→

→

至　

 

鹿
児
島
市

→

至　 成川トンネル

独立行政法人国立病院機構
指宿医療センター

●ローソン

●ニシムタ

●指宿
　ロイヤルホテル

●指宿
　いわさきホテル

●指宿
　海上ホテル

ホテル
秀水園●

●砂むし会館
　《砂楽》

●丹波小学校

至　
山
川

国
道
2
2
6
号

指
宿
駅

国立病院前 指宿市下里

JR指宿枕崎線に乗車頂き、指宿駅で下車して下さい。
指宿駅から山川行バス（鹿児島交通）にて「指宿医療セン
ター前バス停」（約10分）で下車して下さい。
当院の正面玄関前に停車します。

JR鹿児島中央駅前（鹿児島市）から山川桟橋行バス（鹿児
島交通）にて「指宿医療センター前バス停」で下車して下さ
い。当院の正面玄関前に停車します。

鹿児島市からは、産業道路を進んで国道226号線を山川
方面へ進んで下さい。
指宿医療センターは国道沿いにあります。


